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7月1日現在
人　口 7，311（＋13）

男 3，602（＋6）

女 3，709（＋7）

世帯数 1，673（±0）
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講

「
楽
し
く
泳
ぐ
に
は
先
ず
正
し
い
泳
ぎ
方
を
身
に
つ
け
な
く
ち
ゃ
あ
ね
」

曲
辰
業
委
目
貝

　
　
　
　
　
　
無
投

　
去
る
八
日
に
告
示
さ
れ
た
中
里
村

農
業
委
員
一
般
選
挙
は
九
日
に
締
切

ら
れ
た
。
こ
の
結
果
、
立
候
補
者
が

定
員
の
十
六
人
で
あ
っ
た
事
か
ら
、

十
五
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
投
票
を

待
た
ず
無
競
争
当
選
と
決
っ
た
。

　
尚
、
村
選
管
で
は
十
五
日
に
選
挙

会
を
開
い
て
当
選
を
決
定
す
る
。

　
新
委
員
は
十
四
部
落
か
ら
十
六
人

票
当
選

と
な
っ
て
い
る
が
、
現
職
委
員
は
三

人
で
新
人
が
十
三
人
。
当
派
別
で
は

無
所
属
士
二
人
と
な

っ
て
い
る
。

新
委
員
は
次
の
通
り
。

　
江
口
益
春
西
O
）
新
干
溝

　
羽
鳥
竜
之
助
（
五
吾
新
　
新
屋
敷

　
山
田
晃
一
璽
）
新
下
山

　
志
田
政
二
㊧
6
新
倉
俣

馨
4
」
【
≧
」
【
多

　
本
格
的
な
水
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

水
死
事
故
の
増
え
る
事
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
特
に
新
潟
県
の
場
合
、
海

岸
線
が
長
く
、
川
が
多
く
、
更
に
農

業
用
水
路
が
多
い
と
い
う
地
理
的
条

件
か
ら
、
昨
年
は
こ
の
時

期
（
6
～
8
月
）
に
七
一

人
が
水
の
犠
性
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
五
才
以
下

の
幼
児
と
小
学
王
の
事
故

が
多
く
三
一
人
が
犠
性
と

な
っ
て
い
ま
す
。

水
死
事
故
発
生
状
況
を
場

所
別
に
み
る
と
海
（
二
六

人
）
、
川
（
一
五
人
）
、

池
（
六
人
）
、
用
水
堀
（
一

三
人
）
、
プ
ー
ル
（
四
人
）

側溝（一人

）
、
そ
の
他

（
六
人
）
と
な
っ
て
い
ま

を防ぎましょう故
郵

事
一

の水

す
。
又
行
為
別
で
は
水
泳
（
二
七
人
）

水
遊
び
（
八
人
）
、
魚
と
り
（
一
人
）

魚
づ
り
（
四
人
》
、
通
行
中
（
四
人
）

そ
の
他
（
二
七
人
）
と
水
泳
中
の
事

故
が
最
も
多
く
な
っ
て
お
り
、
十
日

町
警
察
署
管
内
で
は
、
昨
年
度
三
人

で
あ
っ
た
水
の
犠
性
者
が
今
年
度
に

入
っ
て
す
で
に
五
人
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
次
の
事
に
注
意
し
て
水
の
事
故
を

　
　
　
　
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
◎
無
理
な
泳
ぎ
は
や
め
さ

　
　
　
一
せ
よ
う
・

　
　
故
。
酒
を
飲
ん
だ
り
、
寝
不

　
　
事
足
・
疲
れ
が
た
ま
っ
て

　
　
の
い
る
時
な
ど
は
泳
が
な

、
生
い
よ
う
に
す
る
・

児
蝉
。
董
の
日
や
水
泳

幼
4
箏
域
で
は
泳
が
な

、　
　
　
　
　
》
O

　
㌧

◎
監
視
を
徹
底
し
ょ
う
。

　
子
供
だ
け
の
水
泳
や
水

　
遊
び
、
幼
児
の
一
入
遊

　
び
は
最
も
危
険
で
す
。

一
〇
引
卒
者
や
保
護
者
は
子
供
か
ら
目

　
を
離
さ
な
い
。

○
危
険
な
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い
る
子

　
供
を
見
か
け
た
ら
、
皆
ん
な
で
注

　
意
し
て
や
る
。

竹
藤
由
松
馨
新

大
口
友
三
郎
（
垂
）
現

山
田
作
太
郎
馨
新

鈴
木
　
秀
夫
（
四
一
。
新

山
田
　
省
三
望
新

井
ノ
川
己
代
三
（
四
δ
現

滝
沢
和
助
㊧
一
）
新

富
井
市
重
郎
（
さ
）
新

吉
楽
謙
一
（
垂
）
新

富
井
　
公
平
（
雪
。
新

南
雲
　
敬
一
（
五
呂
現

上
原
正
夫
馨
新

鷲選譲思鞭箆隷蓋

国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
給
付
の
改
善

ー
助
産
費
、

葬
祭
費
を
倍
増
－

　
中
里
村
国
民
健
康
保
険
で
は
か
ね

て
よ
り
助
産
費
、
葬
祭
費
の
引
上
げ

を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
財
源

の
見
通
し
も
つ
き
ま
し
た
の
で
七
月

一
日
以
降
、
被
保
険
者
が
出
産
又
は

死
亡
し
た
時
は
、
出
産
し
た
者
又
は

葬
祭
を
行
う
も
の
に
次
の
様
に
改
善

支
給
す
る
事
に
い
た
し
ま
し
た
。

○
助
産
費
二
万
円
か
ら
四
万
円
に

O
葬
祭
費
五
千
円
か
ら
一
万
円
に

部
員
募
集

　
体
育
協
会
籠
球
部
で
は
、
こ
の
度

女
子
籠
球
部
を
創
立
す
る
事
に
な
り

女
子
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
体
育
協
会
事
務
局
（
T
E

L
二
四
二
九
）
富
井
利
明
さ
ん
か
、

籠
球
部
長
山
本
信
宏
さ
ん
（
T
E
L

五
五
五
三
）
宛
申
込
ん
で
下
さ
い
。
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農
地
等
の
移
動

て
頂
き
ま
す
。

囲
税
金
に
つ
い
て
は
次
の
優
遇
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

食
生
活
の
変
化

に
問
題
が
あ
る

ぎ
た
ば
か
り
で
先
の
事
は
判
ら
な
い

が
、
今
ま
で
の
処
虫
歯
の
経
験
は
な

○
砂
糖
入
り
の
飲
食
物
を
飲
食
し
た

時
は
、
い
つ
ま
で
も
口
の
中
を
甘

起
訴
）
。
あ
ん
な
不
法
が
通
る
と
は

　
－
こ
こ
で
泣
寝
入
り
し
て
は
お
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

公
的
機
関
で
あ
る
新
潟
県
農
業
公

っ
せ
ん
に
つ
い
て

次
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

qD
農
地
を
売
る
人
に
は

譲
渡
所
得
税
の
基
礎
控
除
が
五
百
万
円
（
一
般
百
万
円
）

の
で
は
な
い
か

と
墨
つ
事
が
あ

く
、
石
を
噛
ん
で
一
本
失
っ
た
の
が

残
念
で
あ
っ
た
が
他
は
全
部
完
全
で

く
し
て
お
か
な
い
で
早
目
に
口
の

中
を
き
れ
い
に
あ
ら
う
事
。

な
い
。
検
察
審
査
会
に
審
査
を
申
立

て
よ
う
。
審
査
会
で
は
、
市
町
村
の

社
で
は
、
農
地
等
の
移
動
あ
っ
せ
ん

の
農
地
等
の
売
買
の
価
格
は
農
業
委

と
な
り
ま
す
。

る
。

沢
庵
や
せ
ん
べ
い
、
干
緋
や
す
る
め

こ
れ
等
は
素
人
の
方
の
話
で
は
あ
り

選
挙
人
名
簿
か
ら
無
差
別
に
選
定
さ

事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
移
動
あ
っ
せ
ん
事
業
と
は
「
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
」
に
定
め
ら
れ

た
「
農
用
地
区
域
内
」
に
お
け
る
概

員
会
が
近
隣
の
売
買
価
格
を
標
準
と

し
て
適
正
に
定
め
ま
す
。

口
農
地
を
買
う
人
は
農
地
取
得
資
金

が
優
先
的
に
八
百
万
円
（
一
般
は
一
、

⑳
農
地
を
買
う
人

不
動
産
取
得
税
は
ご
秀
の
一
控
除
さ
れ
ま
す
。
登
録
免
税

は
千
分
の
六
（
一
般
は
千
分
の
五
）
と
軽
減
さ
れ
ま
す
。

咽
農
地
を
貸
す
人
に
は

筆
者
は
郷
上
を

出
て
互
卜
年
以

上
に
な
る
が
、

努
め
て
郷
上
に

等
も
平
気
で
食
べ
ら
れ
る
の
で
幸
せ

を
感
じ
て
い
る
。
少
年
の
頃
あ
ち
ら

こ
ち
ら
の
古
老
か
ら
歯
を
丈
夫
に
保

つ
話
を
聞
か
さ
れ
た
事
等
も
参
考
に

ま
す
が
御
参
考
ま
で
に
。

－
　
）
｝
シ
　
）
　
｝
　
）
　
、

被
害
を
受
け
た
ら

　
　
あ
き
ら
め
ず
に
！

れ
た
十
一
名
の
審
査
員
が
、
住
民
と

し
て
の
健
全
な
良
識
に
従
っ
て
、
検

察
官
の
捜
査
の
あ
と
を
調
べ
な
お
し

て
く
れ
る
。
あ
き
ら
め
ず
、
気
軽
に

耕
地
（
水
田
、
畑
、
樹
園
地
、
採
草

百
万
円
）
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

小
作
料
十
年
前
払
金
に
つ
い
て
分
離
課
税
さ
れ
ま
す
。

あ
り
し
頃
の
食

し
て
い
る
の
で
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ

自
動
車
に
ひ
か
れ
た
～
横
領
さ
れ

つ
ぎ
へ
相
談
し
よ
う
。
費
用
は
一
切

放
牧
地
）
及
び
開
発
し
て
農
地
と
す

日
農
地
を
貸
す
人
に
つ
い
て
は
、
そ

農
地
等
の
移
動
あ
っ
せ
ん
に
つ
い
て
の
ご
希
望
が
あ
る

生
活
を
守
る
よ

う
。

た
～
詐
欺
に
か
か
っ
た
。

か
か
ら
な
い
。

る
未
墾
地
を
売
り
た
い
、
又
は
貸
し

の
農
地
の
標
準
小
作
料
を
基
準
と
し

農
家
及
び
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
農
家
は
農
業
委
員
会

う
に
し
て
い
る
。

歯
の
健
康
の
為
の
日
常
の
心
構
え

さ
っ
そ
く
警
察
へ
↓
し
か
し
犯
入
は

長
岡
市
信
濃
二
裁
判
所
内

て
お
き
た
い
農
家
並
び
に
こ
れ
ら
の

て
十
年
分
を
前
払
い
し
ま
す
。
又
、

に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
が
口
に
合

○
喉
が
渇
い
た
ら
清
潔
な
生
水
を
飲

ウ
ソ
の
弁
解
↓
検
察
官
は
そ
れ
を
い

長
岡
検
察
審
査
会
事
務
局

農
地
を
買
い
た
い
、
又
は
借
り
受
け

た
い
農
家
に
農
地
等
の
移
動
あ
っ
せ

ん
を
行
う
事
で
す
。
農
地
等
の
移
動

に
つ
い
て
農
業
公
社
を
活
用
す
る
と

そ
の
農
地
は
十
年
後
に
地
主
に
返
す

事
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

四
農
地
を
借
り
た
い
人
の
小
作
料
は

一
年
分
づ
つ
年
払
い
で
公
社
に
納
め

歯
の
話
し

　
　
　
　
　
　
鈴
木
梅
大
郎

近
頃
、
農
村
、
都
市
を
問
わ
ず
虫 （

東
京
在
住
）

　
　
等
は
家
庭
で
造
り
、

う
か
ら
で
も
あ

る
。

味
噌
や
豆
醤
油

そ
の
他
の
日
常

む
こ
と
。

○
生
で
食
べ
ら
れ
る
植
物
は
で
き
る

だ
け
生
で
食
べ
る
。

○
小
魚
は
な
る
べ
く
骨
ご
と
食
べ
る

れ
、
裁
判
に
は
か
け
な
か
っ
た
（
不

『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
i
も
i
5
i
「
5
i
も
～

　
　
　
人
権
コ

　
電
話
（
。
二
五
八
）
三
モ
茜
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

ー
ナ
ー

良
質
安
定
多
収
の

　
　
　
「
新
潟
米
」

を
つ
く
る
た
め
に

歯
に
悩
む
者
が
彩
し
い
よ
う
だ
が
な

ぜ
だ
ろ
う
か
？
　
私
は
学
者
で
は
な

い
の
で
そ
の
原
因
は
わ
か
ら
な
い
が

生
活
食
品
は
で
き
る
限
り
手
造
食
品

と
し
て
い
る
。

そ
の
せ
い
か
ど
う
か
ま
だ
喜
寿
を
過

こ
と
。
煮
干
の
だ
し
か
ら
や
鰯
、

緋
等
も
骨
や
頭
を
よ
く
噛
み
、
残

さ
ず
に
食
べ
る
事
。

　
交
通
事
故
の
問
題
は
、
社
会
問
題

政
治
問
題
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
人

命
尊
重
、
人
権
擁
護
の
立
場
か
ら
し

　
　
　
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
ー

〈
心
配
ご
と
〉
私
の
自
動
車
で
友
人

と
釣
に
行
く
途
中
、
運
転
し
て
い
た

一
地
力
の
増
強
で
す
。

　
「
草
刈
励
行
旬
間
」

　
7
月
20
日
～
30
日
を
設
定
し
ま
す
。

8
農
道
な
ど
の
草
を
刈
り
、
有
機
質

　
資
源
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
裁
培

環
境
を
良
く
し
ま
し
ょ
う
。

ω
カ
メ
ム
シ
類
な
ど
病
害
虫
発
生
源

を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

※
カ
メ
ム
シ
類
が
広
域
に
発
生
し
、

　
米
の
品
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て

　
い
ま
す
。
草
を
刈
り
、
薬
剤
防
除

　
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
防
除
時
期
－
早
生
種
の
乳
熟
期

○
農
　
　
薬
ー
バ
イ
ジ
ッ
ト
（
粉

　
）
又
は
ス
ミ
チ
オ
ン
（
粉
）
を
十

　
ア
ー
ル
あ
た
り
5
㎏

及
び
畦
畔
等
。

二
安
定
多
収
を
は
ば
む
最
大
の
敵
は

　
「
い
も
ち
病
」
で
す
。

の
葉
い
も
ち
は
見
つ
け
次
第
早
く
防

　
除
し
、
穂
い
も
ち
に
移
行
さ
せ
な

　
い
こ
と
で
す
。

口
穂
い
も
ち
防
除
は
安
定
多
収
の
キ

　
メ
テ
で
す
。

　
広
域
共
同
防
除
、
一
斉
防
除
が
カ

　
ギ
と
な
り
ま
す
。

　
魚
沼
地
方
で
は
最
低
三
回
の
防
除

が
必
要
で
す
。

第
一
回
目
／
出
穂
直
前

第
二
回
ー
穂
揃
期

第
三
回
－
穂
揃
後
＋
日

　
　
　
　
　
　
　
　
上
産
業
課
1

｝　
お
知
ら
せ

　
供
託
事
務
の
移
動
の
移
管

　
従
来
、
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町

出
張
所
で
取
扱
わ
れ
て
い
た
供
託
事

務
は
、
去
る
七
月
一
日
か
ら
左
記
の

通
り
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
で

取
扱
わ
れ
る
事
と
な
り
ま
す
。

（
新
潟
扱
い
庁
）

長
岡
市
柏
崎
町
一
丁
目
四
番
一
九
号

　
　
新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局

電
話
。
二
五
八
上
一
一
工
皿
吾

※
く
わ
し
く
は
、
新
潟
地
方
法
務
局

十
日
町
出
張
所
（
電
〇
二
五
七
五
1
－

二
－
二
五
七
五
）
又
は
、
新
潟
地
方

法
務
局
長
岡
支
局
に
お
問
い
合
せ
下

警
察
で
は

捜
す
相
談
所
」

○
自
殺
す
る
と
い
っ
て
家
出
さ
れ
た

　
方
。

○
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
や
病
気
等
を
苦
に
家

出
さ
れ
た
方
。

○
水
死
、

　
い
る
お
そ

れ
の
あ
る
方
。

○
そ
の
他
の

理
由
で
家
出
さ
れ
た
方
等
で
そ
の
後

の
消
息
が
知
れ
ず
、

是
非
相
談
に
お
い
で
下
さ
い
。

は
県
警
本
部
の
方
達
が
出
張
し
て
、

全
国
各
地
で
死
亡
し
、

身
兀
の
わ
か
ら
な
い
方
々
の
写
真
、

　
「
ゆ
く
え
不
明
の
人
を

　
　
を
開
き
ま
す
。

交
通
事
故
等
に
遭
遇
し
て

　
　
ゆ
く
え
不
明
の
人
を
捜
す

　
　
　
　
お
困
り
の
方
は

　
　
　
　
　
　
　
当
日

　
　
　
　
　
い
ま
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
○
日
時
八
月
八
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時

　
　
　
　
　
　
○
場
所
　
長
岡
警
察
署
（
長
岡
市
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
手
、
一
の
、
バ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
（
三
、
工
…
一
）

　
　
　
　
　
　
　
※
相
談
に
お
い
で
の
際
は
な
る
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
人
の
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
家
出
当
時

相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
状
況
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
の
わ
か
る
資
料
を
ご
持
参
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
、
当
日
相
談
所
を
ご
利
用
で

　
　
　
　
　
　
　
き
な
い
方
は
新
潟
中
央
警
察
署
四
階

　
　
　
　
　
　
　
県
警
本
部
鑑
識
課
に
お
い
て
八
月
中

　
　
　
　
　
　
　
一
ヶ
月
間
相
談
所
を
開
設
し
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
の
で
、
お
い
で
に
な
れ
ば
い
つ

て
も
大
き
な
問
題
で
す
。

一
家
の
大
黒
柱
を
失
っ
て
途
方
に
く

れ
て
い
る
家
族
、
後
遺
症
に
悩
ま
さ

れ
る
事
故
の
被
害
者
本
人
、
そ
の
看

護
に
心
身
を
す
り
へ
ら
す
家
族
、
一

瞬
に
し
て
幼
い
生
命
を
奪
わ
れ
る
両

親
の
嘆
き
、
良
心
の
阿
責
と
賠
償
金

の
負
担
に
苦
し
む
加
害
者
な
ど
、
ま

こ
と
に
交
通
事
故
は
悲
惨
で
す
。

社
会
生
活
の
当
然
の
ル
ー
ル
で
あ
り

ま
す
交
通
規
範
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、
い
っ
そ
う

被
害
者
の
救
済
対
策
と
交
通
事
故
絶

滅
に
向
っ
て
の
総
合
的
行
政
施
策
が

展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

友
人
が
小
学
生
を
は
ね
、
重
傷
を
与

え
ま
し
た
。
私
に
も
責
任
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

〈
お
答
え
〉
自
動
車
損
害
賠
償
法
に

い
う
「
自
己
の
た
め
に
自
動
車
を
運

行
の
用
に
供
す
る
者
」
に
該
当
し
ま

す
の
で
、
あ
な
た
に
も
責
任
が
あ
り

ま
す
。

〈
心
配
ご
と
〉
車
検
の
た
め
に
自
動

車
を
整
備
工
場
に
出
し
て
い
ま
し
た

が
、
検
査
が
終
っ
て
整
備
工
が
私
の

家
ま
で
自
動
車
を
届
け
る
途
中
老
人

に
負
傷
さ
せ
ま
し
た
。
自
動
車
の
所

有
者
と
し
て
の
責
任
が
あ
り
ま
す
か

〈
お
答
え
〉
整
備
工
ま
た
は
修
理
業

者
に
責
任
が
あ
っ
て
、
あ
な
た
に
は

○
散
布
場
所
－
畦
畔
ぞ
い
の
稲

さ
い
。

着
衣
、
所
持
品
な
ど
の
記
録
を
も
と

で
も
相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。

1
こ
の
よ
う
な
時
、
あ
な
た

あ
り
ま
せ
ん
。

青
少
年
を
有
害
な
興
行
、
図
書
広
告
か
馬
り

昭和50年7月15日とさ

災
害
と
税
の
減
免
手
続

き
　
　
　
　
－
二
分
の

○
所
得
金
額
が
三
百
万
円
ち

と
き
　
　
　
－
四
分
の

昨
年
、
県
内
の
あ
る
海
辺
の
村
役

税
を
納
め
て
い
る
人
が
災
害
で
住
宅

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

場
が
集
中
豪
雨
に
よ
る
高
波
の
た
め

や
家
財
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と

こ
の
四
百
万
円
の
所
得
金
炬

建
物
が
半
分
ほ
ど
海
に
沈
ん
だ
二

き
は
、
軽
減
、
免
除
す
る
救
済
措
置

所
得
控
除
後
の
金
額
で
す
（

ユ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ご
記
憶

が
あ
り
ま
す
。

入
金
額
に
す
る
と
五
亘
工

で
し
ょ
う
か
？
　
こ
れ
か
ら
秋
に
か

☆
軽
減
ま
た
は

ら
い
に
な
り
ま
す
。

け
て
は
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
、
暴
風

免
除
の
額

ま
た
、
給
与
所
得
者
で
、

や
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
も
予
想
さ

例
え
ば
、
こ
と
し
の
所
得
金
額
が

の
所
得
金
額
が
四
百
万
田

れ
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

四
百
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
、
そ
の
所

込
ま
れ
る
方
は
、
災
害
の
し

国
は
地
方
公
共
団
体
、
日
本
赤
十

得
税
は
次
の
様
に
軽
減
、
ま
た
は
免

に
納
め
た
税
金
の
還
付
を
皿

字
社
と
協
力
し
て
災
害
に
あ
っ
た
人

除
さ
れ
ま
す
。

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

の
保
護
や
社
会
秩
序
の
保
全
な
ど
、

○
所
得
金
額
が
二
百
万
円
以
下
の
と

し
た
が
っ
て
、
災
害
を

応
急
的
な
援
助
が
行
わ
れ
る
事
に
な

き
　
　
　
　
　
　
－
全
額
免
除

合
に
は
、
最
寄
り
の
税
務

）
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
4
し
㌧
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
ゴ
置

｝
㌧
　
君
貝
“
　
　
．
』
　
一
　
ヨ
人
』
　
）

“
一
　
）
一
　
　
、
、
》

っ
て
い
ま
す
。
税
金
面
で
は
、
所
得

O
所
得
金
額
が
三
百
万
円
以
下
の
と

一
ず
ね
下
さ
い
、

二
分
の
一
を
軽
減

四
分
の
一
を
軽
減

こ
と
し

災
害
の
と
き
ま
で

か（i碁1稗裁癬易惣，1）な
3）第228号

）
谷
風
が
出
て

　
こ
い
ば
天
気
が
よ
い
（
貝
野
）

◇
雷
（
か
ん
な
り
）
が
鳴
る
と
ツ
ユ

　
が
あ
が
る
。

◇
十
七
夜
水
が
出
な
い
と
ツ
ユ
は
あ

　
が
ら
ね
え
。

◇
仏
様
に
あ
げ
た
も
の
を
喰
っ
て
川

　
へ
行
く
と
河
童

　
が
尻
ご
を
ぬ
く

　
（
程
島
で
は
尻

ご
を
ぬ
か
な
い

　
と
い
う
）

◇
石
イ
ボ
は
金
比

羅
様
の
ム
・
右
に

◇
へ
っ
ぴ
（
蛇
）
を
ジ
ロ
で
焼
く
と

鍋
が
割
れ
る
。

◇
土
蔵
造
り
に
人
に
無
理
す
る
と
そ

　
の
人
一
代
で
亡
び
る
。

◇
下
枕
（
し
も
ま
く
ら
）
で
寝
る
と

そ
の
人
は
死
ぬ
。

◇
泣
き
真
似
を
し
る
と
親
が
死
ぬ
。

（
俗
　
信
）

　
　
昔
か
ら
言
わ
れ

信
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
小
柳
定
夫
ー
採
集
1

　
た
ま
っ
た
水
を
つ
け
る
と
治
る
（

　
（
西
方
）

◇
ど
よ
（
L
用
）
の
丑
の
日
に
ど
く

　
だ
ん
の
湯
に
人
る
と
中
風
に
な
ら

　
な
い
。

◇
雷
の
光
る
年
は
豊
作
だ
（
夏
の
上

　
用
）

◇
出
か
か
っ
て
い
る
の
に
帝
で
掃
く

　
と
ハ
キ
殺
さ
れ
る
。

◇
餅
を
つ
く
と
き
臼
の
下
に
敷
物
（

　
一
般
に
は
「
ワ
ラ
」
と
い
う
）
を

　
し
か
な
い
で
つ
く
な

◇
鬼
門
に
便
所
を
つ
く
っ
て
は
な
ん

　
ね
え

◇
病
気
に
か
か
っ
た
時
火
事
の
夢
を

　
み
る
と
早
く
よ
く
な
る
。

◇
新
し
い
家
に
入
っ
た
夢
を
み
る
と

　
親
類
に
葬
式
ご
と
が
起
る
。

◇
火
事
の
夢
を
み
る
と
喧
嘩
を
す
る

◇
色
の
つ
い
た
夢
を
み
る
と
気
狂
い

　
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
◇
魚
の
夢
を
み
る
と

　
　
　
　
　
　
　
風
邪
を
ひ
く

　
　
　
　
　
　
◇
悪
い
夢
を
み
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
玄
関
に
出
て
、
バ
ク

　
　
　
　
　
　
　
に
く
れ
ろ

　
　
　
　
　
　
愈
家
の
建
前
の
日
に

　
　
　
　
　
　
　
雨
が
降
る
と
よ
い

◇
便
所
で
歌
を
う
た
う
と
歌
が
下
手

　
に
な
る
。

◇
土
用
に
七
い
じ
り
す
る
と
土
荒
神

　
が
た
た
る
。

◇
月
の
九
日
　
日
の
七
つ
よ
く
な
い

◇
草
花
を
頭
へ
つ
け
る
と
よ
く
な
い

◇
お
茶
や
お
湯
で
墨
す
る
ん
で
な
い

守
り
ま
し

広
島
原
爆
投
下
時
の
私
の
行
動

　
　
　
　
　
　
　
県
社
会
教
育
講
師
藤
田
五
郎

非
核
三
原
則
と
い
え
ば
核
兵
器
を

作
ら
ず
、
持
た
ず
、
持
ち
込
ま
ず
で

あ
る
事
は
吾
が
国
、
国
民
の
等
し
く

も
つ
重
大
関
心
事
で
あ
る
。

昭
和
四
十
二
年
の
第
五
七
臨
時
国
会

で
佐
藤
元
首
相
が
「
核
ア
レ
ル
ギ
ー

の
解
消
は
必
要
だ
。
核
と
い
う
も
の

に
正
し
い
理
解
を
持
た
な
い
か
ら
だ

」
と
核
に
対
す
る
日
本
国
民
の
神
経

質
を
た
し
な
め
た
そ
の
佐
藤
元
首
相

に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
授
賞
が
昨
年

十
月
行
わ
れ
、
日
本
の
核
問
題
に
対

す
る
国
際
的
評
価
が
な
さ
れ
た
の
で

当
時
国
内
の
マ
ス
コ
ミ
等
に
異
論

の
あ
っ
た
事
実
は
あ
る
が
そ
の
是
非

は
問
わ
な
い
。
所
が
こ
の
問
題
は
今

日
未
だ
に
領
海
通
過
等
に
関
連
し
て

外
務
省
が
政
府
見
解
の
と
り
ま
と
め

作
業
に
難
渋
し
て
い
る
と
い
う
事
は

い
か
に
核
兵
器
に
対
す
る
日
本
の
関

心
が
高
い
か
を
物
語
る
と
同
時
に
、

日
本
が
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ

り
、
原
爆
に
対
し
て
大
な
る
恥
穫
心

を
も
つ
国
で
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

三
月
十
七
日
付
新
潟
日
報
も
非
常
に

大
き
く
非
核
三
原
則
問
題
を
取
上
げ

て
い
る
の
で
、
広
島
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
当
時
を
追
想
し
、
当
時
の
私

の
行
動
の
一
端
を
述
べ
て
戦
争
が
如

何
に
悲
惨
で
あ
り
、
絶
対
に
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
の
理
念
を
み
な

さ
ん
に
訴
え
世
界
平
和
を
祈
り
つ
つ

ペ
ン
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

昭
和
二
十
年
八
月
六
日
午
前
八
時
十

五
分
広
島
に
米
軍
に
よ
っ
て
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
た
。
当
時
は
特
殊
爆

弾
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
爆
弾
が

投
下
さ
れ
た
瞬
間
、
太
陽
の
熱
の
千

倍
六
百
万
度
の
灼
熱
と
爆
風
で
広
島

全
市
は
一
挙
に
焦
熱
地
獄
と
化
し
、

死
者
二
十
六
万
人
、
負
傷
者
十
数
万

人
を
出
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
私
は

陸
軍
技
術
大
尉
で
陸
軍
省
内
局
兵
器

行
政
本
部
の
火
砲
整
務
係
長
の
職
に

あ
っ
た
。
現
在
の
流
行
語
で
い
え
ば

花
の
係
長
で
あ
っ
た
。

一
寸
さ
か
の
ぽ
る
が
、
こ
の
年
の
四

月
四
日
米
軍
が
沖
縄
に
上
陸
し
て
両

軍
血
み
ど
ろ
の
決
戦
の
末
六
月
ニ
レ

三
日
沖
縄
守
備
部
隊
が
王
砕
し
た
。

こ
の
沖
縄
決
戦
で
沖
縄
が
占
拠
さ
れ

れ
ば
九
州
か
四
国
に
上
陸
作
戦
が
開

始
さ
れ
る
事
は
戦
略
f
必
至
と
み
ら

れ
た
が
一
面
、
九
州
、
四
国
へ
の
同

時
進
攻
も
予
想
さ
れ
た
。
陸
軍
省
内

局
勤
務
で
あ
り
、
且
つ
職
務
柄
諸
情

報
は
刻
々
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
た
。

上
司
も
同
僚
の
将
校
も
口
に
こ
そ
出

さ
ぬ
が
何
と
な
く
敗
戦
と
い
う
不
吉

な
予
感
を
感
じ
な
が
ら
只
黙
々
と
無

表
情
の
ま
ま
作
戦
計
画
に
そ
し
て
諸

業
務
に
全
力
を
傾
注
、
月
月
火
水
木

金
金
の
勤
務
で
徹
夜
作
業
も
続
い
た

何
と
な
く
一
億
玉
砕
と
い
う
言
葉
が

悲
壮
の
決
意
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

特
に
八
月
六
日
広
島
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
る
や
即
刻
「
特
殊
爆
弾
に
よ
る

被
害
言
語
に
絶
す
」
と
の
情
報
が
入

よ

っ
た
。
全
く
不
測
の
事
態
に
直
面
し

た
の
で
あ
る
。
偶
然
に
も
翌
七
日
出

発
予
定
で
九
州
、
四
国
へ
敵
の
上
陸

作
戦
に
対
応
し
て
の
兵
器
補
給
作
戦

指
導
班
が
編
成
さ
れ
て
い
た
。

陸
軍
省
の
兵
器
局
と
内
局
の
兵
器
行

政
本
部
か
ら
大
佐
参
謀
を
班
長
と
し

少
佐
二
名
、
大
尉
一
名
の
他
に
設

営
係
と
し
て
召
集
少
尉
一
名
計
．
五
名

の
班
員
で
私
も
そ
の
一
人
に
選
ば

れ
て
い
た
。
戦
況
の
激
変
に
ょ
り
一

日
繰
り
上
げ
六
日
の
夕
刻
新
宿
駅
か

ら
中
央
線
経
由
で
出
発
す
る
。

塩
尻
駅
で
乗
り
換
え
で
あ
る
。
汽
卓

は
疎
開
者
の
群
れ
で
超
満
員
、
ま
る

叡
縫
棚
謄
｝
作
品

い
る
．
婁
時
神
様
か

　
　
　
　
　
　
　
榊

扱
い
だ
っ
た
将
校
ゆ
　
郵
政
省
で
は

も
汽
車
の
デ
ッ
キ
軸
郵
便
貯
金
創
業

に
ゃ
っ
と
割
り
込
軸
百
年
を
記
念
し

　
　
　
　
　
　
　
か

む
有
様
で
設
営
係
ゆ
貯
蓄
の
必
要
性

の
少
尉
に
命
じ
」
に
つ
い
て
の
認

班
長
だ
け
漸
く
車
ぎ
と
理
蟹
深

内
に
人
る
事
が
出
叢
る
妻
目
的

贈
鑑
鱗

二
＋
数
名
を
引
購
．

し
た
貴
族
の
よ
う
鋸
鏡
定

な
風
格
の
美
青
年
紳
に
作
口
叩
の
テ
ー

の
少
尉
が
デ
ッ
意
㌧
は
、
例
濠

に
駆
け
よ
り
、
私
軸
ぴ
我
が
家
の
や

に
向
っ
て
絵
に
描
艸
　
り
く
り
上
手

繁
雛
ω
讐
が

し
て
「
大
尉
殿
、
軸
　
ら
た
め
る
工

・
つ
。

…
ー
‡
‡
‡
‡
‡
｛

自
分
は
作
戦
命
令
に
よ
り
行
動
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
兵
隊
達
を
割
り
込

ま
せ
て
下
さ
い
。
」
と
息
を
は
ず
ま
せ

て
言
う
。
私
も
咄
嵯
の
出
来
事
で
戸

惑
い
な
が
ら
も
「
少
尉
、
デ
ッ
キ
か

ら
は
だ
め
だ
。
窓
か
ら
早
く
」
と
叫

ん
だ
。
少
尉
は
予
期
し
て
い
た
か
の

如
く
「
ハ
イ
ッ
判
り
ま
し
た
。
」
と
今

度
は
敬
礼
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
弾
ん

だ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
身
を
翻
え
し
た

と
思
う
や
号
令
調
整
で
鍛
え
あ
げ
た

鋭
い
声
で
「
整
列
」
と
号
列
し
た
。

一
瞬
に
し
て
整
列
が
終
っ
た
と
思
う

と
「
付
け
剣
」
と
裂
畠
の
号
令
を
か

け
た
。
　
（
以
ド
次
号
に
続
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　

募
集
＠
私
と
貯
金
の
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

　
自
己
の
貯
金
に
関
す
る
体
験
を
内

　
容
と
す
る
作
文
で
、
題
は
自
由
と

　
す
る
。

⑯
字
数
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚

　
程
』
度
と
す
る
。

⑪
作
品
の
は
じ
め
に
、
題
、
住
所
（

　
郵
便
番
号
を
付
記
す
る
。
）
、
氏

　
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
令
を
明
記

　
す
る
。

口
作
品
の
提
出
場
所

　
東
京
都
干
代
田
区
霞
が
関

　
　
　
　
一
丁
目
三
番
二
号
（
〒
一
8
）

　
郵
政
省
貯
金
局
奨
励
課

　
　
「
貯
金
体
験
記
」
募
集
係

口
　
締
切
日
　
八
月
二
十
日
（
水
）

　
（
当
日
の
消
印
は
有
効
と
す
る
。
）

四
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
す
る
。

　
な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

㈲
賞
金
　
郵
政
大
臣
賞
　
五
万
円


